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報道関係者 各位 

公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン 

 

日本初！東日本大震災・被災家庭 2,000 件以上のデータを 

元にした「被災地・子ども教育白書」を発刊（11/30発売） 

～11/30に発刊記念イベントを開催。震災復興・教育の専門家が被災地支援について討議～ 

 
この度、公益社団法人チャンス・フォー・チルドレンは、被災家庭 2,338件のデータを元にした「東日本大

震災被災地・子ども教育白書」を発刊することとなりました。この白書では、本年2月に中間報告した調査結

果にさらに詳細な分析を加え、被災地の子どもの貧困や教育格差の実態を明らかにしています。2,000 件

以上の被災家庭や子どもの定量的なデータを元にした白書の発刊は、日本で初めてとなります。 

つきましては、白書の発売日と同日の 11月 30日に白書の発刊記念ベントを東京都港区で開催いたしま

す。発刊記念イベントでは、白書の解説だけでなく、白書執筆者と震災復興・教育等の専門家が、白書で

明らかになったデータを元に、今後必要となる被災地の教育支援について討議します。 

東日本大震災から 5 年という節目を前にして、いまだに厳しい環境に置かれている被災地の子どもたち

の現状を伝えるために、報道関係者の皆様におかれましては、イベントにご参加のうえ、ご取材・ご報道い

ただけますようお願い申し上げます。 

◆「東日本大震災被災地・子ども教育白書 2015」概要 

名   称 東日本大震災被災地・子ども教育白書 2015 

発 売 日 2015 年 11 月 30 日（月） ※ネット販売のみ 

目  次 

第 1 章 東日本大震災被災地の子どもたちの概観 

第 2 章 「被災地・子ども教育調査」からみえる子どもたちの実態 

第 3 章 専門家の視点からみた被災地の今後  

第 4 章 被災地の中長期的な課題と子どもたちの支援   約 100 ページ（予定） 

執 筆 者 今井悠介、奥野慧（公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン 共同代表） 

寄   稿 
秋永雄一（東北大学 大学院教育学研究科 教授 ） 髙橋聡美(防衛医科大学校医学教育部 教授 ） 

津久井進（弁護士／芦屋西宮市民法律事務所 代表社員）  道中隆（関西国際大学学長補佐 教授 ） 

データ集計 三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社 

価  格 3,000 円+税 

発行･発売 
発行元：公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン 

発売元：株式会社バリューブックス 

 

 

 

 

◆被災地・子ども教育調査：2014 年度にチャンス・フォー・チルドレンが被災地の教育クーポン応募者や東日本

大震災復興支援財団の奨学金受給者 2,338 家庭を対象に実施した調査。保護者の所得・労働状況、生活状況、子

どもの学習、進学希望等、100 問以上の設問からなるアンケート調査票（保護者・子ども）を配布・回収した。 
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11/30 の出版記念イベントは、一般公開イベントとなりますので、イベント中はメディアの皆様

に対して十分な質疑応答の時間を確保できない可能性がございます。 

ついては、イベント終了後に、メディア関係者向けの質問会を開催します。希望されるメディア関

係者の皆様には、事前に白書のサンプル冊子をお送りいたします。 

 

◆「東日本大震災被災地・子ども教育白書」発刊記念イベント概要 

日   程 
2015 年 11 月 30 日（月） 19時～21 時 

※イベント終了後、30 分程度メディア関係者様向けの質問会を開催します。 

会   場 
公益財団法人日本財団 2F 会議室 

〒107−8404 東京都港区赤坂 1 丁目 2 番 2 号 日本財団ビル 

対 象 者 
東日本大震災の被災地支援に関心がある方 

（企業の CSR・社会貢献担当者、行政関係者、NPO等の民間支援者、その他一般の方々） 

参 加 費 無 料 

定   員 50 名程度 

内  容 

①被災地・子ども教育白書の解説 

チャンス・フォー・チルドレン代表理事より白書の解説をします。 

②パネルディスカッション 

～白書のデータを被災地の復興支援にどのように活かすか？～ 

田村 太郎 （復興庁 参与／一般財団法人ダイバーシティ研究所 代表理事） 

髙橋 聡美 （防衛医科大学校医学教育部 教授） 

津久井 進 （弁護士／芦屋西宮市民法律事務所 代表社員） 

川北 秀人 （IIHOE [人と組織と地球のための国際研究所] 代表者） 

能島 裕介 （特定非営利活動法人ブレーンヒューマニティー 理事長） 

今井 悠介 （公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン 代表理事） 

③質疑応答 

登壇者が会場の皆様からのご質問にお答えします。 

メディア 

質問会 

・11月 30日（月） 21時～21時半でメディア関係者向けの質問会を開催します。白書の執筆者や

データ集計を担当した三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社の研究員が同席します。 

・希望される方には、事前に白書のサンプル冊子をお送りすることが可能です。 

※白書で発表する内容に関する報道解禁日時は 11 月 30日 21時半とします。 

申  込 

添付の出欠確認書を E-mail 又は FAXにてお送りください。 

宛先 チャンス・フォー・チルドレン 東京事務局 

FAX 03-5875-0507 ／ E-mail east@cfc.or.jp 

主  催 公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン 
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出欠確認書 

宛先： チャンス・フォー・チルドレン 東京事務局 

FAX 03-5875-0507 ／ E-mail east@cfc.or.jp 

 

 

 

 

 

 

下記の□に印（✓）を記載してください。  

 

□ 出席   □ 欠席 
 

   ＊ご出席いただく方のうち、白書のサンプル冊子の事前送付を希望される方は、 

備考欄にその旨ご記載ください。 

 

貴社名：                         

御所属：                         

御芳名：                   （計   名） 

ＴＥＬ：（会社）       （携帯）           

E-mail：                         

ＦＡＸ：                         

 

 

 

 

 

 

 

※11 月 11 日（水）までにご返信いただきますよう、お願いいたします。 

「東日本大震災被災地・子ども教育白書」発刊記念イベント 

日時 2015 年 11 月 30 日（月）19 時～21 時 

（終了後 30 分程度メディア関係者向け質問会あり） 

会場 公益財団法人日本財団 2F 会議室 

備 考 
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